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ぼ
完
成

な

ど

潜

改

f彦

一
円
紛
恋
と
の
境
内
岡
山
一
戸
一
地
先
か
ら
私
自
州
開
問
脚
内
と
り
撲
の
布
後
日
一
一
対
好
機
先
宮
市
の
撚
滋

一
一
約
二
十
七
紅
抗
、
同
時
下
一
怒
い
と
一
五
は
れ
る
滋
絡
で
あ
る
が
設
近
地
元
の
強
い
閣
官
叫
酬
に
よ

一
一
ち
同
時
部
的
に
舗
装
や
側
議
工
事
が
な
さ
れ
て
い
る
環
状
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
行
は
れ
る

濡
綴
装
工
事
や
刷
問
山
間
工
事
、
改
修
工
事
を
尋
ね
な
が
ら
、
本
町
議
先
の
県
道
が
ど
の
よ
う

ロ
な
蕊
伏
に
あ
る
か
、
向
か
ら
富
市
へ
叙
令
し
て
み
よ
う
。

鵡
続
出
削
財
凶
滋
で
あ
っ
た
桜
一
戸
織

の
滋
絡
は
‘
そ
の
閣
内
側
へ
新

滋
が
中
政
令
た
た
め
に
、
忘
れ

れ
た
形
と
な
づ
て
ー
る
が
ぬ

の
削
山
中
.
流
山
川
、
削
阿
川
附
へ
一
線

る
惜
融
制
官
帥
村
総
明
、
あ
る
と
L
C

に

り
は
な
い
。
繍
糊
然
、
』
そ
ち
れ

ぴ
一
て
い
て
も
、
大
き
な
火
が
な
い

一
だ
け
の
こ
と
に
ピ
烈
れ
が
日
京

一
つ
，
録
制
世
滋
協
に
側
溝
の
な
い

一
た
め
い
浪
路
の
内
側
が
持

μ

官
仰
に
符

あ
一
な
い
が
こ
と
に
約
十
二
召
米
の

一
総
務
が
今
年
度
中
に
完
成
さ
れ

一
る
予
定
で
あ
る
。

一
策
京
か
ら
忠
明
て
新
国
還
を
右

一
へ
入
る
と
‘
目
立
病
拙
酬
と
ゴ
片

一
フ
品
物
を
案
内
す
る
溺
絞
が
似
て

一
い
る
が
、
こ
ζ

も
防
相
ザ
秋
ま
で

一
は
山
八
必
ら
け
の
楠
間
後
滋
開
聞
で
世
世
間

…
繍
閉
し
普
り
明
、
あ
っ
た
と
と
ろ
窃

…
よ
う
や
く
附
刊
で

μ
l
予

i
影時間

…
入
し
て
協
力
し
た
綴
娘
、
ゆ
八
だ

事併、酬

ι
の
た
め
日
目
減
総
絞
め
撒
備
の
向
的

い
終
に
あ
る
家
は
大
雨
が
降
る

と
皮
下
浸
ぶ
を
同
見
る
と
い
う
、

悲
惨
な
浅
状
も
A
F
7

年
度
中
に
山
内

線
さ
れ
る
制
閣
総
工
務
〈
千
葉
食

口
問
品
約
か
ら
輪
開
開
問
ま
で
の
予
慾
〉

に
よ
争
終
協
仇
す
る
で
あ
4
0
ぅ。

災
孫
子
山
り
側
備
に
入
る
と
滋
協

の
佼
ま
い
の
が
附
慨
に
つ
く
が
似

相
官
す
る
に
し
て
も
相
当
。
緩
突

を
捕
捉
す
る
し
、
家
屋
移
転
等
の

こ
と
も
あ
哲
と
れ
は
臨
吋
m
u
祭出拭

に
畿
る
と
主
と
し
て
、
閥
抗
議
遂

れツの
w
尚
一
段
は
も

け
に
単
品
鴫
に
実
織
し
て
梯
執
し
い

と
主
明
、
あ
号
、
そ
の
融
開
凶
件
後
一
郊

の
協
力
会
切
に
お
綴
い
す
る
e

(根戸地先の道路)

と
と
も
今
匁
蝉
脱

出
?
に
約
一
ヰ
液
晶
ホ
の
創
糊
機
関
T
ム
殺
が

実
愉
附
さ
れ
る
Z
Y
浴
で
あ
る
@

李
相
月
初
防
加
問
機
t
p
由
潟
市
熱
す
れ
ば
叫

す
ぐ
に
務
総
さ
れ
る
。
潟
瞬
間
決

へ
入
る
李
総
の
左
側
側
の
砂
羽
特
選

は
完
成
L
て
築
構
桝
を
待
つ
ば
か

ち
と
な
っ
て
い
る
。
一
月
討
も
早

〈
加
明
治
し
て
こ
の
道
絡
が
棚
脚
光

を
浴
び
る
尽
を
協
和
輯
制
す
る
。

と
の
佑
開
滋
で
一
吋
獲
さ
み
し
い

と
と
み
で
お
る
我
糸
子
中
学
校

か
ら
ゴ
ム
N

フ
場
入
口
ま
で
、
岬
特

常
常
は
浴
後
泌
が
w
静
骨
肉
謀
れ
る
こ

の部室siIIl先〉 一一

V
設
で
も

塗
ん
で
い

る
本
湾
柏
崎

牛
ん
の
剖
精
道

改
修
ヌ
惑

を
尋
ね
な

が
ら
滋
か

ら
淡
へ
主

轟
綴
修
続
行
し
て

轟
穫
も
み
れ
ん
が
、

ど
う
ひ
い
き
認
に
閥
均
て
も
よ
い

議
終
と
は
一
再
え
な
い
。
各
家
脚
臨

w
h
概
略
化
製
品
が
大
き
く
滋
入
き

れ
て
文
化
金
持
協
を
科
萌
ん
で
い
る

臨
吋
一
参
列
へ
出
れ
ば
ゴ
ム
長
靴

の
恋
人
λ
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
よ
う
な
道
路
で
は
文
化
生

活
も
ム
ロ
な
し
で
あ
る
。
理
事
者

を
総
め
対
談
会
議
員
。
方
方
は

賄
側
捕
前
で
も
議
殺
で
も
何
を
し
て

明
、
も
山
口
村
も
竿
〈
雨
の
閉
口
で
も

・
な
い
お
に
ゴ
ム
食
品
刊
の
泌
介
に

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う

な
W
略
的
問
者
燦
補
間
し
て
欲
し
い
。

あ
の
災
淡
彩
淡
ん
で
制
刊
に
な
寄

る
ω
々
が
あ
る
か
も
ん
測
れ
な
い
が

滋
開
時
・
を
よ
く
し
た
い
た
め
に
淡

い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
滑
に
ご

級
品
艇
を
乞
う
次
務
で
あ
る
。

軍
司
乎
災
訓
出
へ
観
光
施
設
を
鯵
激

し
よ
う
と
し
て
、
企
業
誘
致
条

例
を
議
会
に
お
い
て
審
議
中
で

あ
る
が
、
開
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ

ば
手
賀
沼
観
光
K
K
と
い
う
会

設
が
、
柏
市
、
沼
商
品
村
、
本
町

を
絡
ん
で
ア
メ
リ
カ
の
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ヲ
ウ
ゾ
ド
式
の
一
大
遊
園

総
会
均
げ
る
と
い
う
。
そ
の
綾
た

る
も
の
は
、
車
京
タ
ワ
ー
に
似

た
大
際
問
銅
漏
れ
悦
マ
日
本
に
一
つ
し

か
な
い
も
の
も
伎
作
る
と
い
う
。

父
と
の
匁
翁
町
村
会
総
ぷ
必

i

b
F
1
ボ
ー
ト
没
学
閣
内
協
に
掛
け
べ

る
と
い
う
、
こ
の
ム
判
叫
札
の
向
知
的
結

人
は
、
物
用
品
内
鉄
滋
判
枝
問
問
、
岡
本

ピ
i
ル
社
開
問
、
後
楽
関
絞
殺
、

品
開
練
米
都
知
骨
朝
、
品
以
曲
柄
欄
弔
帥
献
の

社
四
党
な
ど
お
皿
蹴
々
が
ご
十
数
名

名
を
つ
ら
ね
て
い
る
e

と
の
投

資
綴
二
十
億
円
、
竣
ヱ
は
昭
和

三
十
九
年
オ
担

y
ピ
ア
グ
の
品
郊

の
年
ま
で
に
主
予
定
し
て
い
る

よ
う
匂
あ
る
e
相
判
は
と
も
あ
れ

こ
の
よ
う
な
施
設
が
で
き
て
本

町
に
人
安
集
め
る
こ
と
は
大
に

歓
迎
す
る
k
と
ろ
で
あ
る
。
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と
匂
お
ろ
う
、
昨
年
mv
瀦
鯵
明
、

つ可、ぃ

っ
た
よ
う
な
議
じ
令

衛
隊
か
ら
入
っ
た
ぜ

圃
い
も
為
る
が
滋
吋
附
良
俸
が
せ
ま

わ
均
一
い
こ
主
が
原
阪
の
よ
う
だ
、
こ

一
と
の
改
修

ι判
制
緩
級
品
ん
の
後
れ
ソ

一
の
工
事
は
来
年
度
に
品
川
剛
一
関
さ
れ

ご
、
い
る
。

制附や品欄航総満期
h
J
紬
剖
裟
も
な
け

と
こ
ろ
、
今

年
後
中
に
一
二

O
糸
の
融
概
数
以

家
げ
か
明
党
総
書
れ
る
予
定
で
あ
る

制
開
北
交
際
開
抑
汲
の
下
水
が
氷

を
満
々
と
た
た
え
て
滋
路
の
領

緩
ま
で
担
問
そ
き
と
し
て
い
る
枕
併

殺
兇
て
い
た
ら
、
と
の
叫
阿
波
一

一一ハ
V
e栄
が
蛸
制
措
相
さ
れ
る
と
主
を

悶
ゆ
い
出
凶
し
た
。
蹴
淵
裟
し
て
尉
附
帯
棉

を
仲
村
っ
て
も
妙
氷
念
品
取
緩
ま
で

考
へ
て
や
っ
て
焚
い
た
い
も
の

だ
先
制
慨
伝
来
の
立
木
を
伐
る
ζ

止
は
先
制
慨
に
州
均
し
て
不
孝
な
子

孫
で
・
あ
る
か
も
紛
れ
な
い
が
、

道
が
慈
く
な
る
の
も
こ
の
交
氷

が
災
い
し
て
い
る
主
し
た
ら
、

立
氷
め
ト

y
ネ
ル
の
一
務
の
殺

だ
け
で
も
お
み
し
た
ら
ど
う
だ

ろ
う
か
又
磁
燃
の
中
小
川
伊
伐
れ
た

ら
あ
る
穏
度
こ
と
の
然
滋
は
闘

の
日
壮
日
用
る
事
が
で
者
る
だ
ろ

う
。
後
緩
や
時
間
訟
の
道
路
一
一
一

O
米
げ
か
綿
補
綴
さ
れ
る
予
定
で
あ

く六号悶滋〉

くft*のト γネルよ短絡}

一一一v一一……一一一一色…一
〈沖a君主下の道路)

る。
一
周
月
十
六
百
以
来
今
凝
っ
一

ふ
2
T
品目
H
V

ま
で
潟
が
な
い
と
い

う
の
に
怜
隠
の
鋭
か
ら
気
象
滋

祭
所
前
ま
で
大
会
織
に
あ
っ
た
よ

う
な
道
が
緩
い
て
い
る
。
「
こ

れ
は
ひ
ど
い
」
と
機
会
し
か
め

た
く
な
る
よ
う
な
道
で
あ
る
ゐ

…
潟
も
浮
く
改
修
工
事
を
仕
組
し

て
震
い
た
い
。
叶
と
の
地
問
遂
で

一
番
怒
い
と
ζ

ろ
は
こ
と
だ
が

ど
う
す
る
の
だ
」
主
総
掛
飢
餓
に

務
ね
た
と
こ
ろ
「
漆
で
も
こ

ι

は
別
に
破
砕
勝
一
ふ
纂
を
考
慮
中
で

あ
る
」
と
潔
う
。
知
丸
品
親
送
日
償
訴

前
総
近
一
一
一

O
品
か
の
改
修
工
歯
曹

は
今
年
度
中
に
一
行
わ
れ
る
予
後

で
あ
る
参

議
会
の
綴
h
q
p

下
る
と
、
品
股
ヱ

を
宮
前
聞
に
し
た
布
絞
積
り
た
ん

た
ん
た
る
融
制
融
制
滋
帥
開
以
炉
開
慨
に
飛

び
込
ん
で
〈
る
。
間
誌
は
ず
な
ν一

派
に
な
っ
た
」

k
口
か
ら
出
る

くあ後復の繍畿道路〉

ほ
ど
で
歩
い
て
い
て
も
気
持
が

よ
い
。
今
年
度
は
添
削
問
。
米
、

時
間
擦
は
来
年
度
に
総
統
し
て
ヱ

務
が
行
わ
れ
る
予
定
で
為
る
e

命
後
駅
前
滋
h

ツ
は
総
務
工
世
帯

主
あ
わ
せ
て
、
コ
…

0
糸
の
舗

装
工
事
が
今
年
皮
に
行
わ
れ
る

予
怒
で
あ
る
。

命
後
日
一
一
防
相
討
池
先
の
側
聞
融
持
γ
ム

官
事
ニ
録
。
米
も
今
年
度
中
の
工

事
主
し
て
予
湾
各
れ
て
い
る
。

一
方
六
号
凶
同
議
v
h

閥
賦
安
転
ず

る
と
ヨ

γ
グ
U

Y

1

ト
融
関
批
判
の
滋

時
聞
が
綬
と
そ
あ
れ
大
体
関
線
に

本
町
の
北
側
測
を
途
っ
て
い
る
が

と
れ
ほ
ど
よ
い
滋
に
な
ら
な
く

て
も
せ
め
て
海
抜
衡
の
縁
談
滋

附
附
が
金
釘
に
わ
た
る
到
の
山
口
H

も
裁
く
訪
れ
ん
こ
と
を
綴
っ
て

こ
の
李
総
な
終
る
。

ハ
と
の
中
で
A
1
M
船
出
挽
市
ザ
主
勢
い

た
の
は
本
年
三
湾
ま
で
の
予
定

匂
あ
る
V

Jlユ

気
働町帽嗣.... 

。
ノ、

イ

に

く
手
広
げ
た
出
初
式

載

中

韓

山

中
点
る
一

Hn十
}
臼
の
山
凶
初
犬
山
州
知
判
中
叫
が
撤
開
告
な
く
撚
了
し
た

約
貯
也
大
飴
桝
に
緩
ま
れ
て
本
符
当
悶
H

の
対
関
慌
の
み
民
辞
に
も
あ
っ

た
よ
う
に
、
添
附
消
防
抑
制
問
ぷ
時

代
の
葵
求
に
よ
り
、
持
韻
脚
鴇
縞
柄
拘
聞

か
ら
常
設
消
防
に
雨
期
唾
渇
す
る
に

し
て
も
、
回
目
州
各
伎
の
近
代
抽
刑

務
法
へ
の
蜘
潟
地
織
内
向
上
と
た
ゆ
ま

ぬ
裁
練
が
必
援
で
あ
る
@
よ
哲

一
一
層
の
町
民
会
伎
の
協
力
が
必

爾
択
で
あ
る
と
主
は
云
う
ま
で
も

な
く
、
よ
ろ
し
く
ど
指
導
を
緩

う
も
の
で
あ
る
。

。
相
沖
官
争
時
抑
制
刀
淡
彩

灘
間
出
長
綾
田
闘
し
市
尚
弥

総
支
図
表
ム
中
瞬
間
与
放
火

。
知
事
総
数
表
彰

交問問鮮問

8
募
芳
朗
開

闘
交
問
問
属
品
小
川
久
滋

相

胤

捌

阿

波

層

力

影
山
両
党
盟
河

終
十
分
間
関
長
野
口
光
次

。
感
協
会
脱
獄
功
労
変
彩

国
割
支
間
間
世
間
中
入
品
背
拙
却

布
ご
分
団
長
脚
部
附
問
盗
殺

A
M
験
協
会
長
組
関
融
制
強
彩

問
必
淵
側
分
間
関
長
松
本
部
制
一

我
一
分
問
問
蹴
筑
附
郎
新
太
却
坤

我

ニ

グ

品

附

水

秀

信

回
式}

品
科
九
品
川
開
附
録
後
藤
高
之
助

割

問

二

グ

絵

本

正

之

布
副
岡
支
図
耳
目
印
抑
制
川
亙
…

布
州
問
分
間
山
宮
武
新
銅
線

。
微
粒
薬
務
所
長
表
彰

品
科
問
問
分
開
開
発
海
老
原
忠
道

我
五

U
0

・
中
品
料
品
取
太
郎

4
4
七

2

驚

持

昌

治

決
十
一
グ
後
柑
蹴
軸
蹴
輪
開

制糊一日…

H
H

・

中

野

孝

滋
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岡
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叩
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節

炎

小

池

喜

一

我
柑
静
岡
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滋
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教
育
委
員
に
窓
口
植
民

請
願
な
ど
二
件
採
択

い
い
い
パ
第
…
間
繍
時
職
金
H

去
る
}
総
月
二
十
H
H

午
鈴
久
臨
吋

か
ら
議
会
脚
部
一
以
前
関
脇
吋
悌
開
会
が

役
時
明
会
議
定
{
に
お
い
て
獄
後
し

た
そ
の
会
議
申
脱
出
迭
は
次
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お
れ
ツ
で
あ
る
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戸
出
制
緩
二
十
八
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名
失
館
二
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参
与
十
一
れ
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一
軍
教
育
委
員
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径
会
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間
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意
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一
つ
い
て

一
会
る
一
万
五

8
数
育
長
で
あ

一
っ
た
出
川
村
純
照
的
坤
略
的
ハ
後
…
と
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一
…
身
ふ
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総
会
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韓
併
什
な
さ
れ
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'
一
の
で
そ
の
後
紙
委
災
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し
て
企
官

Z
嗣
ハ
み
ん
位
〉
仇
管
制
問
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条
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円
安
縦
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却
し
よ
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潟
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濯
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収
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求
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句
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贈
与
税
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骨
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二
月
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築
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又
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議
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機
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仇
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得
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滅
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明
附
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収
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淡
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い
て
級
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調
概
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概
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ま
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税
や
科
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な
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せ
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制
商
品
料
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